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横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
横
浜
港
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
を
日
米
合
同
訓
練

参
加
の
た
め
米
陸
軍
が
使
用
し
た
こ
と
が
判
明

し
、
市
は
「
極
め
て
遺
憾
」
と
横
浜
防
衛
施
設

局
長
に
申
入
書
を
提
出
。
▽
市
内
一
四
駅
前
で

自
転
車
等
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
規

制
始
ま
る
。
▽
市
が
一
四
年
ぶ
り
に
発
行
す
る

外
債
（
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
債
）
の
調
印
式
（
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
市
）

６
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
横
浜
・
神
奈
川
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
む
け
て
」
開
催

９
―
横
浜
市
大
で
連
続
講
座
「
い
ま
六
浦
の
歴

史
を
考
え
る
」
始
ま
る

1
3
―
「
上
行
寺
東
遺
跡
を
考
え
る
会
」
な
ど
全

国
の
歴
史
研
究
四
二
団
体
、
上
行
寺
東
や
ぐ
ら

群
遺
跡
の
全
面
保
存
を
求
め
る
要
望
書
を
文
化

庁
長
官
に
提
出

1
6
―
ヨ
コ
ハ
マ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
で
三
浦
市
の
山
下
潤
子
さ
ん
の
作
品
が

グ
ラ
ン
プ
リ
に
決
定
。
▽
第
三
四
回
横
浜
文
化

賞
贈
呈
式
。
奥
田
良
三
氏
ら
六
氏
に

1
7
―
中
区
山
手
町
の
横
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
テ
ニ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
で
国
際
親
善
の

テ
ニ
ス
大
会
開
催
、
メ
キ
シ
コ
大
使
ら
参
加

1
8
―
市
、
メ
キ
シ
コ
大
地
震
の
災
害
状
況
と
復

旧
活
動
の
調
査
お
よ
び
見
舞
金
の
寄
贈
の
た
め

職
員
を
メ
キ
シ
コ
市
に
派
遣
。
▽
国
際
デ
ザ
イ

ン
会
議
'
8
5
開
催

1
9
―
大
倉
山
記
念
館
で
「
秋
の
芸
術
祭
」
始
ま

１
―
経
企
庁
、
六
十
年
度
国
民
生
侍

白
書
「
戦
後
四
十
年
、
成
熟
の
時
代

に
向
け
て
」
報
告
。
「
中
流
意
識
」

の
内
容
を
多
角
的
に
分
析
。
▽
厚
生

省
、
「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

調
査
」
結
果
公
表
。
２
―
プ
ロ
野
球

日
本
選
手
権
シ
リ
ー
ズ
で
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
が
初
の
日
本
一
と
な
る
。
３

―
文
化
勲
章
伝
達
式
。
黒
沢
明
氏
ら

五
氏
に
。
▽
三
浦
半
島
自
然
保
護
連

絡
協
議
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
湘
南

国
際
村
よ
り
も
緑
の
保
全
を
」
開
催

９
―
自
然
海
岸
、
六
年
間
に
五
六
〇

㎞
消
え
る
（
環
境
庁
調
査
）
。
▽
第

四
回
日
本
住
宅
会
議
開
幕
（
横
浜
）

1
2
―
地
方
の
時
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
人
生
八
十
年
時
代
を
考
え
る
」
開

催
（
横
浜
）
。
1
5
―
六
〇
歳
以
上
老

人
で
子
と
同
居
は
六
九
％
（
厚
生
省

調
査
）
。
▽
客
船
「
さ
る
び
あ
丸
」

で
「
東
京
湾
洋
上
大
学
」
、
東
京
湾
の

現
状
や
将
来
の
在
り
方
を
市
民
、
学

者
ら
が
論
議
。
1
9
―
科
学
用
語
辞
典

を
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た
〝
電
子
辞
典
″

発
売
さ
れ
る
。
▽
米
ソ
首
脳
会
談
、

六
年
半
ぶ
り
に
開
催
。
▽
「
厚
生
白

書
」
報
告
。
社
会
保
障
全
般
の
問
題

と
し
て
必
需
的
な
部
分
を
超
え
る
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
は
私
的
サ
ー
ビ
ス
に

ゆ
だ
ね
、
国
民
の
選
択
に
任
せ
る
べ

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

る
（
～
2
4
）
。
地
域
ぐ
る
み
の
芸
術
祭
め
ざ
す

2
0
―
市
政
百
年
「
横
浜
・
丘
と
海
の
祭
り
」
一

〇
〇
人
委
員
会
、
「
実
行
計
画
案
」
提
出

2
2
―
市
下
水
道
局
の
「
代
価
表
」
が
受
注
業
者

に
流
れ
た
疑
い
の
あ
る
こ
と
が
判
明

2
4
―
横
浜
連
帯
フ
ォ
上
フ
ム
開
催
。
国
際
問
題

な
ど
の
市
民
グ
ル
ー
プ
約
六
〇
団
体
参
加

2
6
―
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
の
旧
山
手
二
五
〇
番
館

を
新
本
牧
地
区
に
復
元
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。

2
2
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
集
合
住
宅
用
地
二

区
画
を
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
が
住
宅
建
設
業

者
に
卸
売
り

１
―
「
歩
行
禁
煙
運
動
」
発
祥
の
地
・
旭
区
で

運
動
誕
生
一
〇
周
年
記
念
大
会

２
―
市
、
人
口
三
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
と
発

表
。
▽
横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
に
本
免
許
交
付

５
―
横
浜
そ
ご
う
、
開
店
ニ
カ
月
間
の
売
上
高

と
来
店
客
数
公
表
。
▽
市
図
書
館
の
配
本
車
廃

止
問
題
で
市
内
在
住
の
文
化
人
ら
一
二
一
人
が

市
長
に
存
続
の
陳
情
書
提
出

６
―
市
会
十
二
月
定
例
会
開
会
（
～
1
9
）

７
―
市
、
「
横
浜
市
行
政
管
理
指
針
」
を
自
治

省
に
提
出
。
国
・
県
六
二
項
目
の
制
度
見
直
し

要
望
。

９
―
市
、
新
設
の
「
地
域
研
究
費
補
助
金
」
の

交
付
対
象
発
表
。

1
0
―
市
国
際
教
育
懇
話
会
、
市
長
に
国
際
教
育

き
だ
と
提
言
。
2
1
―
米
ソ
首
脳
会
談

に
関
す
る
共
同
声
明
。
2
3
―
〝
ミ
ニ

独
立
国
サ
ミ
ッ
ト
（
後
進
国
首
脳
会

議
）
″
が
東
京
都
八
王
寺
市
の
高
尾

山
山
頂
で
開
催
。
2
6
―
第
一
四
回
六

都
県
市
首
脳
会
議
（
首
都
圏
サ
ミ
ッ

ト
）
開
催
（
埼
玉
県
浦
和
市
）
。
2
7

―
五
十
九
年
度
地
盤
沈
下
二
㎝
以
上

は
三
一
地
域
（
環
境
庁
調
査
）
。
2
8

―
元
終
戦
連
絡
事
務
局
次
長
で
憲
法

誕
生
秘
話
の
生
き
証
人
、
白
洲
次
郎

氏
（
8
3
歳
）
死
去

２
―
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺

の
藤
ノ
木
古
墳
か
ら
金
銅
製
の
馬
具

が
発
見
さ
れ
る
。
４
―
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
神
戸
大
会
の
黒
字
額
四
、
五

〇
〇
万
円
と
発
表
。
５
―
「
国
際
花

と
緑
の
博
覧
会
」
（
花
の
万
博
）
を

昭
和
六
十
五
年
に
大
阪
市
の
鶴
見
緑

地
で
開
催
す
る
こ
と
が
正
式
承
認
。

８
―
法
務
省
、
教
師
の
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
体
罰
事
件
の
実
態
調
査
・

分
析
結
果
ま
と
め
る
。
▽
自
治
省
、

イ
ベ
ン
ト
調
査
結
果
「
ビ
バ
・
イ
ベ

ン
ト
！
作
成
」
。
1
1
―
農
薬
デ
ィ
ル

ド
リ
ン
が
東
京
湾
・
大
阪
湾
な
ど
の

魚
貝
類
に
か
な
り
の
濃
度
で
残
留
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
（
環
境
庁
の
調
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の
在
り
方
に
つ
い
て
四
四
施
策
の
提
言
。
▽
南

部
斎
場
の
最
終
計
画
案
に
対
す
る
「
市
民
の
意

見
を
聴
く
会
」
開
催
。
▽
市
、
防
災
功
労
者
表
彰

1
2
―
市
、
人
口
三
〇
〇
万
人
突
破
を
記
念
し
て

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
日
に
出
生
届
を
出
し
た

一
二
六
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
贈
り
物

1
3
―
山
下
公
園
で
「
ポ
ー
ト
ヨ
コ
ハ
マ
・
ウ
イ

ン
ク
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
点
灯
式

1
9
―
市
長
、
「
横
浜
港
湾
計
画
」
の
改
定
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
市
会
で
公
表

2
0
―
横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
、
本
放
送
開
始

2
4
―
金
沢
区
の
「
治
君
事
件
」
で
並
木
第
三
小

学
校
事
故
研
究
班
が
市
教
委
に
報
告
書
提
出
。

▽
建
設
中
の
新
「
人
形
の
家
」
の
人
形
劇
場
の

名
称
、
「
あ
か
い
く
つ
劇
場
」
に
決
定

2
5
―
Ｍ
Ｍ
2
1
地
区
で
「
横
浜
市
美
術
館
」
（
仮

称
）
の
起
工
式
。
六
十
三
年
秋
開
館
予
定
。
▽

市
港
湾
局
、
六
十
年
の
横
浜
港
の
一
〇
大
ニ
ュ

ー
ス
発
表
。
一
位
は
日
本
丸
公
開

2
6
―
市
都
市
計
画
審
議
会
、
市
の
南
部
斎
場
の

「
最
終
計
画
案
」
を
付
帯
意
見
付
で
了
承

2
8
―
市
、
仕
事
納
め

７
―
細
郷
市
長
、
三
選
出
馬
表
明
。
「
太
平
洋

の
時
代
」
の
都
市
と
し
て
の
横
浜
の
街
づ
く
り

に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
強
調

1
0
―
市
消
防
局
職
員
二
人
、
運
輸
省
航
海
訓
練

所
の
練
習
帆
船
「
海
王
丸
」
に
研
修
生
と
し
て

乗
り
組
み
ハ
ワ
イ
ま
で
の
実
習
航
海
に
出
発

1
2
―
市
消
防
局
、
Ｍ
Ｍ
2
1
地
区
で
出
初
め
式

査
）
。
1
2
―
政
府
各
省
庁
、
公
社
・

公
団
な
ど
で
二
二
五
億
円
の
無
駄
使

い
（
会
計
検
査
院
報
告
）
。
1
7
―
脳

死
イ
コ
ー
ル
死
を
是
認
す
る
意
見
、

五
七
％
（
全
国
世
論
調
査
）
。
2
0
―

国
民
の
五
八
・
八
％
の
世
帯
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
過
剰
摂
取
。
一
五
歳
以
上
の

肥
満
者
、
男
一
二
・
三
％
、
女
一
六

・
八
％
。
2
1
―
建
設
省
の
懇
談
会
、

未
来
都
市
構
想
素
案
発
表
。
▽
風
俗

営
業
適
正
化
法
の
規
制
に
よ
り
、
派

遣
型
売
春
増
加
傾
向
と
な
る
（
警
察

庁
風
俗
白
書
）
。
2
2
―
日
本
の
企
業

や
大
学
、
研
究
機
関
の
科
学
技
術
研

究
費
総
額
七
兆
八
、
九
三
九
億
円
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
二
・
六
％
で
過
去
最
高
。

▽
昭
和
六
十
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま

で
の
刑
法
犯
件
数
、
約
一
四
八
万
件

で
、
年
間
で
戦
後
最
悪
が
確
実
と
な

る
（
警
察
庁
発
表
）
。
2
4
―
陶
芸
家

の
加
藤
唐
九
郎
氏
死
去
（
8
8
歳
）
。
2
5

―
米
空
母
の
水
兵
が
エ
イ
ズ
の
疑
い

で
入
院
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
（
横

須
賀
）
。
▽
華
山
譲
東
京
工
業
大
学

教
授
死
去
（
4
6
歳
）
。
2
8
―
第
二
次
中

曾
根
内
閣
発
足
。

１
―
「
国
際
平
和
年
」
ス
タ
ー
ト
。

▽
川
崎
市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
施

行
。
３
―
逗
子
市
の
「
自
然
と
子
供

を
守
る
会
」
の
市
議
会
解
散
請
求
受

理
さ
れ
る
。
▽
京
都
市
の
古
都
税
反

対
の
た
め
拝
観
停
止
中
の
北
山
鹿
苑

寺
（
金
閣
寺
）
に
猟
銃
男
ろ
う
城
。

４
―
米
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
セ
コ
イ
ヤ

　
1
3
―
自
動
車
メ
ー
カ
ー
「
マ
ツ
ダ
」
が
同
社
の
基

　
礎
・
先
端
工
学
研
究
拠
点
と
し
て
「
横
浜
研
究

　
所
」
を
神
奈
川
区
守
屋
町
に
設
置
す
る
と
発
表

　
1
4
―
第
一
七
回
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
で
産

業
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
「
東
南
ア
ジ

　
ア
を
中
心
と
し
た
環
太
平
洋
圏
と
の
経
済
交
流

　
促
進
に
つ
い
て
」
提
出

　
1
6
―
金
沢
区
釜
利
谷
西
小
学
校
で
海
外
か
ら
の

　
帰
国
児
童
・
父
母
ら
に
よ
る
資
料
展
「
生
ま
れ

　
た
国
、
育
っ
た
国
、
友
だ
ち
の
国
」
開
催
。
▽

　
「
鎌
倉
文
化
と
上
行
寺
や
ぐ
ら
群
」
を
テ
ー
マ

　
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
関
東
学
院
大
学
で
開

　
催
（
同
大
人
文
科
学
研
究
所
主
催
）

　
1
8
―
瀬
谷
区
下
瀬
谷
中
学
校
で
開
校
以
来
三
年

　
で
一
三
件
の
教
師
に
よ
る
体
罰
が
あ
っ
た
こ
と

　
が
市
教
委
の
調
査
で
判
明

　
2
0
―
新
年
度
予
算
の
市
長
査
定
始
ま
る

　
2
1
桜
木
町
駅
改
修
計
画
に
つ
い
て
「
野
毛
地
区

　
街
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
が
市
に
要
望
書
を
提

　
出

　
2
3
―
市
の
先
端
技
術
産
業
誘
致
の
た
め
の
立
地

　
促
進
助
成
金
と
技
術
開
発
援
助
の
た
め
の
新
技

　
術
・
新
製
品
開
発
助
成
金
の
交
付
対
象
決
定
。

　
▽
市
と
市
観
光
協
会
が
募
集
し
た
観
光
シ
ン
ボ

　
ル
マ
ー
ク
は
高
橋
聡
明
さ
ん
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

　
ー
ズ
は
渡
辺
重
明
さ
ん
の
作
品
に
決
定

　
2
7
―
市
長
、
国
鉄
余
剰
人
員
を
今
後
五
年
間
で

　
一
〇
〇
人
程
度
受
け
入
れ
る
と
表
明

　
2
9
―
市
の
第
一
回
「
ま
ち
な
み
景
観
賞
」
と

　
「
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
賞
」
の
受
賞
者
決
定

核
燃
料
工
場
で
有
毒
ガ
ス
（
六
フ
ッ

化
ウ
ラ
ン
）
漏
出
事
故
。
９
―
厚
生

省
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
統
廃
合

経
営
移
譲
を
含
む
再
編
計
画
公
表
。

1
2
―
自
治
省
、
六
十
年
度
「
地
域
政

策
の
動
向
」
ま
と
め
る
。
1
4
―
厚
生

省
「
六
十
年
国
民
生
活
実
態
調
査
」

公
表
。
年
金
・
恩
給
だ
け
に
収
入
を

頼
る
高
齢
者
世
帯
は
四
一
・
九
％
。

▽
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
の
調
査

報
告
書
「
現
代
の
青
少
年
」
発
表
。

社
会
に
満
足
五
五
％
、
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
で
も
親
を
扶
養
す
る
二
六
％

で
大
幅
減
。
1
6
―
六
十
年
中
の
輸

出
、
半
導
体
二
三
・
一
％
減
、
自
動
車

一
三
・
二
％
増
。
（
通
産
省
発
表
）
▽

洋
両
家
の
梅
原
竜
三
郎
氏
死
去
（
9
7

歳
）
。
▽
金
融
国
際
化
に
む
け
自
由

な
Ｔ
Ｂ
市
場
を
創
設
す
べ
き
（
政
策

構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
。
▽
第
九
四
回

直
木
賞
に
林
真
理
子
氏
、
森
田
誠
吾

氏
、
芥
川
賞
に
米
谷
ふ
み
子
氏
選
ば

れ
る
。
1
9
―
日
ソ
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

発
表
。
▽
「
自
治
体
の
土
地
信
託
制

導
入
は
余
剰
地
に
対
象
を
限
定
す
べ

き
」
と
す
る
報
告
書
（
自
治
省
）
2
1

―
国
税
庁
、
最
高
路
線
価
発
表
。
平

均
一
〇
・
五
％
ア
ッ
プ
、
大
都
市
商

業
地
は
突
出
。
2
2
―
臨
教
審
、
第
二

次
答
申
の
原
案
を
首
相
に
提
出
。

2
4
―
西
独
の
前
衛
芸
術
家
ヨ
ゼ
フ
・

ボ
イ
ス
氏
（
6
4
歳
）
死
去
。
2
9
―
米

宇
宙
連
絡
船
（
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
）

「
チ
ャ
レ
・
ン
ジ
ャ
ー
」
空
中
爆
発
。

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。＊印は日付不確定のため新聞発行日
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